





















 1)螢光標識による眼部 抗原 抗体反応の研究
 2) 同 上(続報)
      (主' 査)











 根組織内 における抗原流体莫 iは, 重々つ炎1生眼・夷患の発生病理とも,廻 逃 して, 根科・頑域 では
 当 而の重要な課題の一二 である。 従来そ'の検索は, 心機学的或は血清学的手段が主であり, 喧後
 的証凋に些か欠 ける ところが あった。 著者は本問題解ヒ帽 の 'r去 と して根組境内に 註ナけ る抗原.広本
 反応の動向を螢光漂 織法( 一部に所謂, 螢光抗 1蜀去 を用 いた が, 殆ん どは直接追跡法で ある)κ
 よ り追・跡 した。
 嘆用動物は全て成熟白・色家兎でめる。 沈原は横裂牛血漿アル ブミ ンを使用 しAd-jUVan加配t
 原と して頻回 窃肉内注射を行う ことによって予め全身感作を した。 使胴 した儂織螢 絶色素は, 主
 }て Te七rame七 hy1-r 圭1 0dUll}ill e iso thiocヌa、 aa, 「じeで これ を 午 アル ブミ ン 1て i票 識 した。
 一部試みた螢光洗1翻… 1⊂ぱFhore 3cei」ユ iso 硫 iGe7a llate を抗電グロブリンー山羊
 ク瞬 プリン 〔標繍 して 重用 した. 実・禽葉 作後の1,蕗出眼 ・求は凍結切片と して・螢 プ白頭 微蓮下において
 翌 饗i.ノた1が, ほかに 導通染色建 も行い遺1哉的所児と比i鮫検討 した。
 実験方喋と して鳳, 上述の感作家兎の唄局所1て直婆抗 東を注入 した際の帳内沈 原抗体反.藤の三助
 準を見る目1=,勺で夫々 前房, 角'冥, 硝子1本, 及び脈絡膜 し翻翼下) [・こ 票蔵抗原の再注射を行った。
 更 レτは, 漂,蔑抗 鷹の 再注射をi血管を含 して全身農に行 い, 抗 衰が全 名生に投与された場合の唄反
 応 を他の臓器 `三豊曳との比較に於て横付を知 えた。 対照は各鮮共無感 作家兎 r⊂ F斑莱の処置 を叩えた
 1、のを・し星てした。
 需'険成績の 爵要は, 先ず対 照に あっ ては何等特殊の所見を見な かった が, 予め感1乍を受けた 家
 御11 あっては殆んど 顧て 特有な螢光 鵜粒 孤疑 蒸物(抗 原充体夷合物) の出現 をみた。 局所投与痔
 の所 見て 競い ては, 先ず前房注 入群では標識峯アル ブミ ンの G.1m君 し O.6解)を注入 したとこ
 ろ, 坑 頁抗 体複 合物は1時間后 レτは著明に認められ, 12時闘に至ってもなか僅かなが ら存在し
 た。 そ'の場はが水中を主とするが, 虹彩実質, 痔 に角膜後面, 水晶体 前震面匠も見出される。 対
 tでは黄元疑急物の出現がな ぐ, 漂襯午アルブミンも6-1寺間に至る前に前房内より消失する。 前
 房 梯て抗原を 注入して壷光疑 養吻を得たこと ほ, 台も試験管内に於ける沈降反応 に比 すべき現象
 であろ。 なお 一部 切片 につ き夷.勉 した螢 光抗体法による と, 無梁 毎時にはつ きり しな かった角膜後
 1冨凝 奏勿附着所 兇が亟 めて明瞭 に, 且 つ局在の男らかとなった点は, 本 物質が高濃度の鬼r グ・
 プリン忍含むことを 示唆すろ。 しか もこの萱 光凝集吻が感作家兎 剛吏り必発 していることか ら,
 本 物質は抗原 1充像1複 合物と見放すことが出来る。 何れにせよ この標 蔵主 は, その鋭 敏性の故に,
 漣 裕まその微量な るがために, 唾常の血清学約手段を 以て しては 潤雑で めつ た房 水内 抗体の演出
 去と して注目さ耽る。 勇姿注入洋は, ジ{ 質内中央部匠標識抗原を α05mZ ( O. ろ解)注入 した。
 感∫'副長では !2-48特…i醜d 1眼中 g眼 rこ 於て角膜 周辺部に肉眼で可視出る線条}}老 濁, 所謂
 王難徽G Comeal riコ9 の 1.昌 ・1{を見た。 その特有 な形 成過.・呈 は螢光顕微競 下では じめ て明か
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 に ざれた。 即 'ら注入抗 1紙距趣iほ 一、影t な して'・題、量 の鴛.71.ヒ1,溶.耽,' 苧 勾鎧7 し 澄よ そ'1 2 痔頑頃
 [・こ至当マラ治跡事宜二づ』渚・。 差巨読字白勺i〔}ま 三。 ■染i主 一で エ オ ジン チ旨セ溌)』武三蟹二 む』忍ム}, そこπ)1而i融 レてね1老刀1明輝F
 ll蝕受て閏像 ;が.2〉う, 2 41時㍉司を過 ぎる嘉, この都託は蕪北至,良殉のぎ鰍ゐ:.擬!責を見たコ これは.上皮
 下よリデスメ疾まで縦走 し, ・ゴ艇EのOorn%l ri且gを∫ 裏イ『㌧1'る…こ鵡分な弓〒見である。 角膜に
 おり」る抗本の分布ぼ, 五rむヒus.曳豪しう・存否とも露、、裂 して, 蚊迂 ∴1桑が'.う・1 が, 者者は蛋光,・鍾渠
 物のめり 方 とそ の時 蘭胸匹・至適 か ら推 して綜 らく 海藻 ・司辺 のil旦 強系 玄9.ぺろ 1.ll 青山茨 の改姓1先棒 が
 ・厚ら関 与する ものと考える。 硝子体注入詳は, 鹸房水を予め 0. マ～」・2!i彪 綬取 し, 逢確膜淘に硝
 子体中レて 漂1歳坑ン票を 0.2 m君 し 1. 2∫ノ'9)庄テ、 した。 1主入1:充票勾:硝子1・!三内 で1広敷 し, 主に 前方流!格
 より流出するオ1:歪盗 が 見 られた。 顔合 勿は /2痔,誕目 には認め られ 5～ 7ヨ 目.貞 に最 も著 凋となり
 10 1ヨ后 1にもなお・存在する。 そrの所在は, 消ヨ臼本金破匠散在1す'るが, 響に水晶体後腔, 同赤道鄙
 近辺に多く児られ, また水晶・体後面, ・菰原内にも認めっ1'=ることがある。 洋 し網膜の外陶に於て
 は認 められ左かつた点から 虚せぱ, 注入庇1東 :が抗体 と接触する∫暢は, ?けり硝子・依に 」ちりと 見
 るべきである。 従 つ て, 古来ア レルギー、主葡萄膜炎のモデル彊.喚と して屡 姐爵胴されている提鰹
 蛋白硝 手体注入実 淡に 1賦ケる 派密 膜等 の糸詮瓶・馬・変iは, 今園 の成績 か らは, 一応』二次的 1て 招来され.
 たも“)と考 える。 脈絡膜注入詳ほ標識・1九1票を輩膜1面下把 O.1凱L し O.6卿)滋入した。 魂合・吻は
 注入局所の脈絡膜層内 1て.猟れるが瞑々注射部位よりやや隔った後駆附近や, 廷に反.史寸融の1脈絡膜
 [尾も早乙壌 よ り言響め ら丁見た。 これ・はll最箔珪嚢1呼と いう'血管1鱒 な才t÷ま～二その.反工芯でめり, こ こ 1て'更1茜す
 る・i完本も, 1血 劇充依を主と する ことが穐膚 され島 次に再注射を磁隼家兎の頚動破乃至耳鋒脈よ
 り組行 悉ドζ行った[洋でrま, 予めゴ長都rこ何らの処,豊を施さ な かったゴ劾合でもi根部では殆んど…11亀・擁奨
 rこ, '1・く いで少渉亘な 7)三ら毛1藻1本, 重工彩tて螢)色疑楽日劣の嵐二i見をr 見た。 こ;托 を巧甫, 肝, 亨義 心1減等α)'仁
 1肉篭城崇IIヒこ た・け る複合物の 分布状態と比較する と, これ ら葡萄膜にかけ'る分布は量的 にも相対自勺
 1・ごか.㌃り蔵霞1なものと判定盛れる。 このことは, '血行由来の抗原到達による葡萄膜炎の発生を理
 一輝 す.る 上 rこ 有力な 根弛 を与える もので ある。 な知 この 漂の鹿 裏切は 主に 運ユ 管乃 歪毛細管腔 に所 1主・
 一3"る もの() ようであ り, 曽i彩差…盲灸i司1表, やは り血{諄打切本 がその主1本を なすと 児、倣さました。 そ こ'ご更
 に, 恨局所抗体産生砲 を促 して組,飛坑木の灘与如何 を葡 る目的で, 予め抗頁の局所注入を施 した
 、郵乍家兎 くつ き同 じく i亀 行性冗 再注射を行 ってみたが, その撫養 は奔出までのと ころ濟 当験 群と
 大差なく, 目的とする所見は得られなかった。 併 し何れにせよ上述の知見は, 総括するに, 正米
 .馨1 に主と して実 !,命条 件並び rζ 組誠学的 所見からアレルギー性根炎と 兇敗 して いたものの基盤 レ⊂確
 かに抗原琉 体反 応過程が存在すること を形態的 に実証 した ものであり, 葡萄藻 炎をほ じめ者種ア
 ソルギー性根疾患 の発生病理の騨明に書する ところが起きいと 考える。
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 審査結果の要旨
 眼組織内にむける抗原抗体反応は, 炎性眼 疾患の発生病 理と も関連 し, 眼科領域では重要な課題
 の一つであ る。 今回著者は従来の検索法と共に7 螢光色 素標 識法により眼組 織内 における抗原抗体
 反応 の動 向を追求 した。
 実験動 物は 成熟白色家兎を用い, 抗原は精製牛血漿アルブミン, 使 用螢光色素は直接的追跡法に
 Te t「amethy1「hoaanl inθ i30thiOCy'a亘ate, 所謂螢光抗体法にはFiUOre8c -
 ein isothiOCya ntG を撰ん だ。
 実験 方法と しては, 感 作家兎の眼局所に直接抗原 が接 した際の眼内抗原抗体反応の動態を見る目
 的で, 標識抗原の再注射を前房, 角膜, 硝子体, 脈絡膜に行ない, 更に標識抗原の再注射を血管を
 介 して行ない7 抗原 が全身性に与えられた場合の眼反応様態を検討 した。
 全実験 を通 じて野 対照群ては特殊な所見は見 られなかったが, 感作家兎にあっては毎常 特有な螢
 光顯粒状凝集物 (抗源抗体複合物) の出現を認めた。
 前房注入群では極めて早期より抗原抗体複合物が認められ窟 その場は房水中を主と し, 虹彩実質,
 時に角 膜後面レ 水晶体前嚢面にも認め られた。 前房内に抗原 を注 入し螢光凝集物を認めたことは,
 言趨寅 管内にむけ る沈 降反応と比すべき現象と見 られ, 更にま た一部切片 につい て試みた螢光抗体法
 によると, 本凝集物が高濃度の7 一グ・プリン を含 むことがうかがわれ, しかもこの凝集 物が感 作
 家兎に限り必発 していることから, これは抗原抗体複合物 と見徹さ れる。
 従来まて・ その微量なるが故に検出が困難であった房水内抗体が, 今回の手技により鋭敏に検出
 されたことは注目される。
 角膜注入群で は, 質眼中9眼 に所謂工㎜ uno-eorneal ring の出現を見, その特有なる
 形成過程が螢光顕微鏡下で明らかにされ, 組織学的にもこのeorneal ringを裏付ける に充分
 な所見 をみた。 角膜内に赴ける抗体の分布は Ar七hu8 現象の存否とも関連 し, 異論のあるところ
 であろ。 著 者は 云群 での反 応抗 体は, 角 膜周辺の血管系 より 来る血清由 来の液性抗 体が専 ら関 与す
 る もの と考 え ている。
 硝子体群では注入抗原は硝子 体内 で拡散 し主に前方流路, より流出するむ 複合物の所在は硝子体全
 段 に散在 するが網膜 よP外側 には認 められ ず, 注入抗 原力航体と接触する場 は一次的 には硝子体に
 ある と見 られた。 従って, 従来ア レル ギー性葡萄膜炎のモデル 知、たとして採用 されている異種蛋白
 硝子 体注 入に よる脈絡 膜の病変は ・一応 二次的に招来 された もの と蘇 者は推論 し!と6
 脈結膜群 では, 複 合物は抗原注 入局所 の脈絡膜 内に現 われるほ か, 局所 より隔 つた部位 にも しば し
 ば認 め られ た。
 再注射を皿行性に行 つた場合,. 予め眼 都に例 ら処置を施 さなかった場合で も, 眼都 では脈絡膜を
 主とする 葡萄膜に螢光疑集物 を見 た。 この分布は, 葡,肝, 腎, 心等 に於け る複 合物の分布状態と
 比較 して も, 量的には 相対 的に かな ウな程度 であり,この事 実は 葡萄膜炎 の発 生 を解明 するに有力
 左 根拠 を与え た もの である。
 以上¢)成績は, 従二、モ・ 哭し珠得ならびに 組織学的 所見 のみか らアレルギー性眼反応 と見做さ:}! て
 いたものに, 確 ヲこ 矯充原抗 佑反応の過程 が存在する ことを新 しく形態的 に実証 した ものである。
 した がつ て本論 文は学位 を授一与するに値す ると認 める。
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